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クルちゃんの つ ぶ や き

　環境センター内にあるリユースセンターでは、粗大
ごみの中からまだ使えるものを市民の皆さまに無料
で提供しています。食器類、かばん、収納家具などが
ありますので、ぜひご利用ください。
　利用は1ヵ月に
一人1品に限りま
す。自転車やパソ
コン、家電リサイク
ル法の対象品目は
取り扱っていま
せん。

問�ごみ減量推進課
　☎・有（582）1121　5（583）3911
問環境センター
　☎・有（585）3728　5（585）8810

ごみ出しメモ：�リユース品の持ち込みは受け付けていません。
どのようなものを置くかは、環境センターで
判断しています。

　限りある資源を大切に
し、省エネルギーを推進
するため、市役所などで
は次の事柄に取り組んで
います。
●節電目標
　７～9月における総電気使用量を平成22年度
（1,2４0,821kw）より10％削減を目指します。
　市民生活に影響する施設（市民病院、水道施設、
環境センターなど）は対象外とし、可能な範囲で
節電に取り組みます。
●取組内容
・�間引き照明や昼休みの消灯などを実施
・�冷房時の設定温度を28℃とし、風力調整スイッ
チは弱で使用
・�デマンド監視装置を活用し、最大需要電力を削減
・�緑のカーテンを設置し、室内温度を抑制
問�総務課　☎・有（582）1111　5（582）0539

リユースセンターって
どんなところだろう

＊緑の葉と水の雫をモチーフにした守山ブランドのロゴマークです。
　小さな活動が種となって、大きく育つ「守山」をイメージしてタイトルをつくりました。

日本コカ・コーラのホルヘ社長も赤野井湾で活動
東京、守山工場社員ら400人規模の調査・清掃に汗

ペットボトルの大規模調査はなしの
タネ

　日本コカ・コーラ（株）のホルヘ・ガルドゥニョ代表
取締役社長が、6月2７日に全国唯一の原液工場のある
本市を訪れ、湖岸や市街地などで社員約４00人ととも
に大規模な散乱ごみの調査と清掃活動を行いました。
　ホルヘ社長は守山工場長や宮本市長と一緒に漁船で
赤野井湾周辺に出てヨシ帯などに溜まった散乱ごみを
視察、清掃活動に参加しました。
　日本コカ・コーラでは「廃棄物ゼロ社会をめざして」
を将来ビジョンに掲げています。現在は国内で推定
98％とされるペットボトルの回収率を100％にするこ
とと、全てのペットボトルをリサイクルする資源循環
を目標として、ほかの事業所やNPO法人、自治体と連
携しながら回収されなかった2％のペットボトルにつ
いて調査しています。

市役所などで省エネ・節電対策
を推進しています

ヨシ帯のごみを回収

陸から湖岸の清掃活動をする社員たち

湖底をさらうホルヘ社長
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